
移動相Ａ：15mmol/Lリン酸二水素カリウム及び5mmol/Lリン
酸水素二カリウム水溶液(pH6.5)
移動相Ｂ：アセトニトリル/メタノール/水(45/40/15)
ポンプ流量：0.8mL
検出器：蛍光検出器
カラムオーブン温度：35℃

●有機酸測定例（クエン酸、ピルビン酸、リンゴ酸、コハク酸、乳
酸、ギ酸、酢酸：各10ppm）

分析条件
カラム：Shim-pack SCR-102(H)　長さ300mm×内径8mm
　2本接続
ガードカラム：Shim-pack ガードカラム　長さ50mm×内径
6mm
移動相：5mmol/L p-トルエンスルホン酸水溶液
ポンプ流量：0.8mL
検出器：電気伝導度検出器
カラムオーブン温度：40℃

　その他に、環境分野（水道水質、環境汚染物質）、化学分野（電
解液の成分、化粧品成分）の分析等にもご利用いただけます。
　装置については、当センターＨＰをご覧いただくか、お問い合
わせください。
URL：https://www.kptc.jp/kiki/545

　この結果からC3602、C3603、C3604などの快削黄銅であ
ると推定できます。分析にかかる時間は20分程度です。

装置の仕様等
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学分析係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品バイオ係　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

特長
　従来、アミノ酸、有機酸、糖など、複数の化合物群を分析する
には、それぞれを個別に分析する複数の専用システムが必要
でした。この装置では１台で、プレカラム法蛍光検出器によるア
ミノ酸分析、電気伝導度検出器ポストカラムｐＨ緩衝法による
有機酸分析、示差屈折率検出器による糖分析、フォトダイオー
ドアレイ（ＰＤＡ）検出器による核酸分析等様々な成分の分析が
可能です。

仕様
メーカー：株式会社島津製作所
型式：NexeraXR
オートサンプラー、送液ポンプ（高圧グラジエントタイプ）、脱気
装置、カラムオ－ブン、検出器（ＰＤＡ検出器、蛍光検出器、示差
屈折率検出器、電気伝導度検出器）、システム制御装置、データ
解析装置

用途・分析例
●アミノ酸測定例（アミノ酸20成分：各20μmol/L）

　令和4年度JKA機械工業振興補助事業により、「高速液体クロマトグラフ（HPLC）」を導入しました。高速液体クロマトグラフィーと
は、液体の移動相をポンプなどによって加圧してカラムを通過させ、分析種を固定相及び移動相との相互作用（吸着、分配、イオン交
換など）の差を利用して高性能に分離して検出する方法で、HPLCは分析の目的、測定物質、カラムの種類、移動相の組成、検出器の
選択など分析条件を詳細に決定した上での測定が必要になりますが、製品の検査や開発などに幅広くご利用いただける装置です。

高速液体クロマトグラフ（HPLC）機器紹介

測定原理
　X線の波長は約0.001～10nm
です。X線管に50kVの高電圧を
かけて発生させた1次X線を試
料に照射すると、その物質中の
元素に固有のX線（蛍光X線）が
発生します。この蛍光X線を分

光することにより、試料の定性分析、定量分析を行います。

分析事例
　分析事例として銅合金を分析したものを示します。定性分析
でピークを同定した後、それぞれの元素のX線強度からFP
（ファンダメンタルパラメータ）法により概略定量値を計算して
います。

　令和4年度JKA機械振興補助事業により「波長分散型蛍光X線分析装置」を導入しました。工業材料の分析に広く利用でき、定性分
析、定量分析及びマッピングも行うことができます。部品や材料の品質検査や研究開発に広くご利用いただける装置となりますの
で、その概要を紹介します。

波長分散型蛍光X線分析装置機器紹介 新規導入機器のご案内
－工業材料の定性・定量分析やマッピングに－

新規導入機器のご案内
－製品の検査や開発などに－

基盤技術課　化学分析係

波長分散型蛍光X線分析装置ZSX PrimusⅣ
（株式会社リガク）

・ 測定範囲 ₄Be～₉₆Cm
・ X線管 ： Rhターゲット　
 最大定格4kW
・ 照射方式 ： 上面照射
・ 最大試料サイズ ： Φ50mm×30mm
・ 測定径 ： Φ30、20、10、1mm

ハンドヘルド蛍光X線分析装置Niton XL2-Plus

・ 測定範囲 ₁₂Mg～₈₃Bi
・ 測定径 ： Φ8mm

この機器は公益財団法人JKAの補助で導入されました。

切断が困難な大型の合金試料などにご利用いただけます。

図１　アミノ酸分析のクロマトグラム

この機器は公益財団法人JKAの補助で導入されました。

分析条件
カラム：Shim-pack VeloxC18 2.7µm  3.0×100mm
ガードカートリッジ：Shim-pack VeloxC18 Exp Guard 
Column 2.7µm　3×5mm

図２　有機酸分析のクロマトグラム

応用技術課　食品バイオ係


